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新
農
業
総
合
研
究
所
(
仮
称
)
の
完
成
予
想
図

芸美総含研究所を塗設中
ん ム •• ~:，:，.....， f.-:-' 品 川t端接 強鋒糟想肉i1ご

神
奈
川
県
で
は
、

二
十

一
世
紀
に
向
け
た
活
力
あ
る
民
業
の
総
合
的
研
究
開
発
を
進
め
よ

う
と
、
平
塚
市
が
計
画
し
て
い
る
「
平
塚
ば
ら
の
丘
ハ
イ
テ
ク
パ
l
ク
構
想
」
の
中
に
、
平

成
三
年
五
月
か
ら
新
民
業
総
合
研
究
所
(
仮
称
)
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県

内
に
分
散
し
て
い
る
農
業
系
試
験
研
究
機
関
を
統
合
し
て
、
新
し
い
機
能
を
備
え
た
施
設
に

建
て
替
え
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
、
完
成
は
平
成
七
年
三
月
の
予
定
で
す
。

上
吉
沢
字
吉
浜
に

県
で
は
、
農
業
技
術
の
総
合

的
研
究
を
進
め
る
た
め
、
今
ま

で
分
散
し
て
い
た
平
塚
市
寺
田

縄
の
農
業
総
合
研
究
所
や
二
宮

町
の
園
芸
試
験
場
、
海
老
名
市

の
蚕
業
セ
ン
タ
ー
技
術
研
究
部

を
統
合
し
、
新
し
い
機
能
を
備

え
た
農
業
総
合
研
究
所
(
仮

称
)
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
を
進
め
て
い
る
場
所
は

「
平
塚
ば
ら
の
丘
ハ
イ
テ
ク
パ

ー
ク
構
想
」
の
ひ
と
つ
で
、
神

東
川
大
学
の
誘
致
に
続
く
も

の
で
、
よ
宮
沢
字
吉
浜
地
区
で

す
。
位
置
は
企
業
庁
平
塚
配
水

池
東
側
の
隣
接
地
で
、
広
さ
は

二
0
・
三
お
、
市
道
吉
沢
土
屋

線
か
ら
出
入
り
し
ま
す
。

地
下
1
階
地
上

5
階
建
て

農
業
総
合
研
究
所
の
施
設
の

概
要
は
、
本
館
、
実
験
棟
、
温

室
棟
、
研
究
ほ
場
、
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
施
控
、
駐
車
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
館
は
、
地
下

一
階
地
上
五

階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
で
、
述
べ
面
積
は

一
万
二

百
十
九
平
方
M
で
す
。

本
館
の
特
徴
と
し
て
は
、
建

物
の
中
に
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
ラ
ト

リ
l

(
開
放
型
実
験
室
)
を
設

け
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
と
は
、

農
家
の
み
な
さ
ん
に
、
自
由
に

研
究
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
実

験
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
自
由
研
究
の
支
援
も

し
ま
す
。

ま
た
、
植
物
の
成
長
過
程
や

生
産
技
術
の
紹
介
、
出
撲
の
歴

史
的
資
料
の
展
示
な
ど
、
ふ
れ

あ
い
を
目
的
と
し
た

「展
示

室
」
も
建
設
さ
れ
ま
す
。

本
館
に
は
、
管
理
部
門
と
研

究
部
門
が
入
り
、
百
七
十
人
の

職
員
や
研
究
者
が
働
く
予
定
で

す。
温
室
は
倒
棟
建
設

温
室
は
、
敷
地
内
に
そ
れ
ぞ

れ
の
用
途
に
合
わ
せ
て
六
十
四

棟
(
述
べ
面
積
七
千
二
百
六
十

五
平
方
肘
)
建
て
ま
す
が
、
温

度
、
湿
度
、
臼
照
な
ど
自
動
調

整
で
き
る
人
工
気
象
温
室
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、

研
究
用
と
し
て
、
述
べ
面
積
四

千
八
百
六
十
二
平
方
針
の
実
験

棟
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
自
然
を
生
か
し
た
保

全
緑
地
を
三
・
九
か
と
り
、
散

策
路
を
段
け
て
一
般
に
開
放
さ

れ
ま
す
。

資
源
リ
サ
イ
ク
ル

珍
し
い
施
設
に
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
農
業
生
産
の
過
程
で
発
生

す
る
作
物
の
か
す
を
、
有
効
利

用
す
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
す
。

例
え
ば
、
野
菜
く
ず
や
植
物

の
せ
ん
定
く
ず
、
お
か
ら
、
コ

ー
ヒ
ー
か
す
等
の
有
機
質
廃
棄

物
を
、
た
い
肥
化
す
る
た
め
の

実
験
で
、
有
用
微
生
物
を
利
用

し
た
効
率
的
な
た
い
肥
化
技
術

や
悪
臭
の
脱
臭
技
術
等
の
開
発

で
す
。研

究
開
発
目
標
は

新
し
く
で
き
る
農
業
総
合
研

究
所
は
、
生
産
資
源
部
門
、
生

産
技
術
部
門
、
農
業
環
境
部
門
、

企
業
経
常
部
門
の
四
つ
の
柱
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
資
源
部
門
は
、
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
優
良
苗

の
大
証
明
殖
技
術
の
開
発
や
、

土
壌
や
気
候
に
合
っ
た
優
良
品

種
の
選
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

生
産
技
術
部
門
で
は
、
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
等
の
最
新
技
術
を

利
用
し
た
施
設
栽
培
技
術
の
高

度
化
と
管
理
作
業
の
機
械
化
、

省
力
化
な
ど
を
進
め
ま
す
。

州
民
業
環
境
部
門
は
、
良
薬
や

化
学
肥
料
を
ほ
と
ん
ど
使
用
し

な
い
病
害
虫
防
除
と
、
土
壌
管

理
技
術
を
開
発
し
ま
す
。

企
画
経
営
部
門
は
、
効
率
的

な
研
究
の
企
画
調
整
や
民
業
情

勢
の
分
析
・予
測
を
行
い
ま
す

0

・
問
い
合
わ
せ
湘
南
丘
陵
整

備
課
(
内
線
六
四
三
)

• • • 
成
人
式
で

「は
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
発
表
す

る
松
井
文
香
さ
ん
(
富
士
見
町
)
。
松
林
宏
治
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
三
面
に
掲
載
。
(
一
部
抜
す
い
)

成
人
式
で
発
表
す
る
松
井
文
香
さ
ん

私
は
、
現
在
、
「社
会
福
祉
て
勉
強
し
ま
し
た
。

の
現
場
で
働
く
」
と
い
う
実
習
を
終
え
、

相
手
の

幼
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
を
方
を
よ
く
理
解
し
、
信
頼

か
な
え
る
た
め
、
横
浜
の
関
係
を
作
り
あ
げ
る
と
同

専
門
学
校
に
通
っ
て
い
ま
時
に
、
相
手
の
立
場
に
な

す
。
十

一
月
に
三
週
間
の
っ
て
接
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

障
害
を
も
っ
方
々
へ
の

指
導
が
い
か
に
難
し
い
も

の
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

同

時
に
自
分
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
た
実
習
で
し
た
。

障
害
を
も
っ
た
方
々
で

も
、
心
は
健
常
者
と
同
じ

で
す
。
ひ
と
り
の
人
間
と

し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と

は
当
然
の
権
利
な
の
で

す
。
障
害
者
の
方
々
が
よ

り
一
回
、
地
域
社
会
へ
の

参
加
が
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
の
方
々
の
協
力
を
願

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め

に
、
私
た
ち
が
先
頭
に
立

っ
て
、
障
害
を
も
っ
方
々

を
支
援
し
、
共
に
生
き
共

に
育
っ
て
い
く
こ
と
が
、

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ。
私
は
こ
れ
か
ら
も
人
権

の
尊
重
を
顕
に
置
き
、
目

標
へ
と
向
か
い
、
良
き
指

導
員
と
な
れ
る
よ
う
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。

4
司

4

司

教
育
実
習
を
、
進
和
学
園

‘

と
職
業
セ
ン
タ
ー
で
行
い

一

ま
し
た
。
初
め
て
の
実
習

一

で
レ
た
の
で
、
現
場
に
出

一

る
ま
で
は
緊
張
と
不
安
で

一

い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

一

私
は
、
障
害
を
も
っ
た

一

方
々
が
白
か
れ
て
い
る
状

一

況
を
知
り
、
会
話
に
よ
る

一

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

一

大
切
に
す
る
と
と
と
、
指

一

導
者
と
し
て
、
利
用
者
の

一

個
性

・
能
力
を
理
解
す
る

一

こ
と
を
、
実
習
の
テ
1
マ

一

に
し
ま
し
た
。

一

実
習
で
は
、
利
用
者
の

一

方
々
が
ど
の
よ
う
に

一
日

一

を
過
ご
し
て
い
る
の
か
を

一

学
び
、
利
用
者
と
の
信
頼

一

関
係
の
鈍
き
方
や
援
助

・

一

介

助
の
仕
方
を
、
実
際
に

・

目
で
見
て
、
体
験
を
通
し

• • 
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十
一
月
二
十
九
日
に
開
会
さ

れ
た
平
成
五
年
十
二
月
市
議
会

定
例
会
は
、
十
二
月
十
七
日
審

問
酬
を
終
え
閉
会
さ
れ
た
。

今
議
会
は
、
平
成
四
年
度
の

決
算
認
定
や
平
塚
市
営
住
宅
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
な
ど
二
十
六
議
案
が
提
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り

(
決
算
の
認
定
を
除
く
)
可
決

さ
れ
た
。
可
決
さ
れ
た
主
な
議

案
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

{監
査
委
員
の
選
任
}

9
月
初
日
に
任
期
満
了
と
な

っ
た
福
岡
政
夫
氏
の
後
任
と
し

て
選
任
し
た
も
の
。

・
神
部
禎
夫

平
塚
市
長
持
四

一一一一{平
塚
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
]

現
在
建
設
し
て
い
る
市
営
虹

ケ
浜
C
住
宅
の
名
称
を
虹
ケ
浜

西
住
宅
と
し
、
そ
の
家
賃
を
定

め
た
。

{平
塚
市
子
ど
も
の
家
の
設
置

及
び
管
理
等
に
閲
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
}

現
在
建
設
し
て
い
る
仮
称
太

洋
子
ど
も
の
家
を
、
平
成
6
年

4
月
に
開
設
す
る
に
あ
た
り
、

名
称
を
平
塚
市
み
な
と
子
ど
も

の
家
と
し
た
。

[平
塚
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料

等
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
}

平
成
2
年
4
月
以
来
改
正
を

据
え
置
い
て
き
た
入
国
料
と
保

育
料
に
つ
い
て
、
引
き
上
げ
改

定
し
た
。
施
行
日
は
平
成
6
年

4
月
1
目
。

{平
原
市
立
公
民
館
の
設
白
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
}

現
在
、
建
設
し
て
い
る
仮
称

な
で
し
こ
公
民
館
を
、
平
塚
市

立
な
で
し
こ
公
民
館
と
し
て
設

置
し
、
そ
の
名
称
と
位
置
を
規

定
し
た
。

{平
塚
市
一
般
職
円
以
の
給
与
に

闘
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
】

8
月
3
日
の
人
事
院
勧
告
に

準
じ
て
、
平
塚
市
職
只
の
給
与

を
改
定
し
た
。

9
億
円
を
補
正

一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、

一
般
職
口
の
給
与
改
定
に
伴
う

人
件
貨
の
ほ
か
、

当
面
必
要
な

諸
経
費
に
つ
い
て
措
置
し
て
い

る
。
と
の
結
果
、
補
正
額
は
九

億
二
千
三
百
二
十
万
六
千
円
と

な
り
、
予
算
規
模
は
七
百
五
十

一
億
七
千
七
百
六
万
六
千
円
と

な
っ
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
総
務

費
で
は
庁
用
自
動
車
事
故
に
か

か
る
損
害
賠
償
金
、
民
生
費
で

は
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
事
業
費
、
衛
生
費
で
は
湘
南

平
塚
む
題
専
門
学
校
施
設
盤
備

費
補
助
金
、
土
木
質
で
は
八
幡

神
社
土
屋
線
整
備
事
業
費
、
教

育
費
で
は
株
式
会
社
ベ
ル
マ
l

レ
平
塚
へ
の
出
資
金
な
ど
を
措

置
し
て
い
る
。

ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘

夏
休
み
の
利
用
を
、受
け
付
け
る

ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
の
利
用

申
し
込
み
は
、
六
か
月
前
の

一

第 519号

一
月
二
十
六
日
(
水
)
は
、

昭
和
二
十
四
年
に
法
隆
寺
金
堂

の
壁
画
が
焼
損
し
た
日
に
あ
た

る
た
め
、
こ
の
日
を
文
化
財
防

火
デ
l

(文
化
庁
、
消
防
庁
)

と
定
め
、
毎
年
こ
の
日
を
中
心

と
し
て
、
全
国
的
に
文
化
財
防

火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

市
内
に
は
国
指
定
重
要
文
化

財
と
し
て
、
下
吉
沢
松
岩
寺
境

内
に
あ
る
木
造
不
動
明
王
立
像

を
は
じ
め
、
数
多
く
の
文
化
財

国 指 定重要文化財

光明寺本堂内前立
聖観世音菩薩像

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
市
で
も

毎
年
こ
の
回
に
あ
わ
せ
て
、
園
、

県
、
市
の
指
定
と
な
っ
て
い
る

重
要
文
化
財
が
防
火
基
準
に
あ

ヂ

i一

っ
て
い
る
か
検
査
を
行
っ
て
い

る。
文
化
財
は
、
祖
先
の
努
力
に

よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

で
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
を
よ
り

良
く
保
存
し
て
、
後
世
に
伝
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
役

目
を
負
っ
て
い
る
。

こ
の
文
化
財
防
火
デ
ー
を
契

機
に
、
文
化
財
を
大
切
に
す
る

と
と
も
に
、
災
一
苦
か
ら
守
る
よ

う
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

重
要
文
化
財
を
公
開
展
示
す
る

第
三
十
一
回
平
塚
市
史
料
展

「
平
塚
の
重
要
文
化
財
」
が
聞

か
れ
る
。
今
回
は
、
博
物
館
が

保
管
し
て
い
る
市
指
定
重
要
文

化
財
の
実
物
を
公
開
す
る
ほ

か
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
市
内
の
仏
像
写
真
を
一

括
展
示
す
る
。
お
出
掛
け
を
。

マ
期
間

1
月
幻
自
(
土

)
1

1
月
初
日
(
日
)

・
時

間

午

前

9
時
5
午
後
4

時
日
分

♂
匂
守

マ
会
場
博
物
館
特
別
展
示
室

マ
主
な
展
示
物
僧
空
海
画
像
、

駒
形
神
社
棟
札

・
勧
化
札
、
清

田
家
(
尼
毘
)
文
特
、
北
条
氏

所
領
役
帳
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育

課
文
化
財
保
護
係
(
内
線
五
二

八
)市

史
「
別
編
民

俗
」
を
頒
布
す
る

博
物
館
で
は
、
平
原
市
史
第

十
二
巻
「
別
編
民
俗
」
を
頒
布

し
て
い
る
。
購
入
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
博
物
館
市
史
編
さ
ん

係
(
包
括
ロ
i
五
八
四
三
)
へ
。

マ
内
容
平
塚
市
域
に
伝
承
さ

れ
て
い
る
民
俗
の
全
体
像
を
編

集
し
た
も
の
で
、
民
俗
分
布
図

が
付
録
と
な
っ
て
い
る
。

マ
規
格

A
5判
、
肌
べ
l
ジ、

布
表
紙
、
箱
入
り

マ
頒
布
金
額
七
千
円

日
か
ら
と
な
っ
て
い
る
が
、
互

休
み
期
間
中

(
七
月
二
十
一
日

1
八
月
三
十
一
日
)
は
利
用
さ

れ
る
方
が
多
い
た
め
、
申
し
込

み
は
往
復
は
が
き
で
受
け
付
け

る
。
こ
れ
以
外
の
自
の
利
用

消
防
本
部
で
は
、
医
師
の
指

導
の
も
と
、
救
急
救
命
士
が
車

内
で
救
急
の
医
療
行
為
を
行
う

機
材
を
搭
載
し
た
日
規
格
救
急

車
を
配
備
し
た
。
購
入
金
額
は

装
備
を
含
め
て
約
二
千
八
百
七

十
万
円
。

こ
の
救
急
車
は
、
室
内
町
が

一
・
八
れ
と
従
来
の
救
急
車
よ

は
、
岡
山
荘
に
直
接
電
話
で
お

申
し
込
み
を
。

マ
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘

〒

ωー
ロ
静
岡
県
田
方
郡
天

城
湯
ケ
島
町
上
船
原

一
一
二

O

l
一
(
電
話

O
五
五
八

l
w
ー

一O
五
O
)

・
定
員

侃
人
(
一
般
室
8
室、

家
族
室
4
室
)

・
宿
泊
料
金
一
般
室
(
大
人

四
千
五
十
円
、
小
人
三
千
五
百

三
十
円
)
、
家
族
室
(
大
人
四

千
五
百
六
十
円
、
小
人
四
千
五

十
円
)
、

1
泊
2
食
サ
ー
ビ
ス

料
込
み

※
な
お
、

7
月
1
日
か
ら
料
金

が
改
定
さ
れ
、
各
々
八
百
七
十

五
円
増
と
な
る
。

-
ス
ポ
ー
ツ
施
設
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
、
野
球

場
、
体
育
館
ほ
か

マ
受
付
期
間

2
月
1
日
(
火
)

1
3月
白
日
(
木
)

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
人
数
(
大
人
、
小

人
)
、
宿
泊
日

(
O日
か
ら

O

泊
0
日
間
)
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

利
用
有
無
を
記
入
の
う
え
、
同

山
荘
へ
。
抽
選

市
民
ア
カ
デ
ミ

ー
に
ご
参
加
を

中
央
公
民
館
市
民
ア
カ
デ
ミ

ー
で
は
、
ビ
デ
オ
撮
影
教
室
を

聞
く
。
ご
参
加
を
。

マ
日
程

2
月
9
日
5
3月
9

日
の
毎
週
水
曜
日
、
全
S
回

・
時

間

午

後
1
時
初
分
3
4

時マ
会
場
中
央
公
民
館
ほ
か

マ
定
員
加
入
(抽
選
)

マ
教
材
料H

三
百
円

マ
申
込
期
限

1
月
白
日
(
月
)

マ
申
込
先
中
央
公
民
館
(
屯

話
M
I
-
-
一
一
一
)

教
育
委
員
会
の

奨
学
生
を
募
集

教
育
委
口
会
で
は
、
高
等
学

校
に
進
学
す
る
学
生
に
対
し
て

奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
る
。

支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
在

学
(
出
身
)
中
学
校
に
申
訪
を
。

高
規
格
毅
急
車
を
配
備

り
二
十
日
ン

M
向
く
、
救
急
勝
目
以

が
立
っ
た
ま
ま
の
姿
勢
で
処
置

で
き
る
の
が
大
き
な
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
装
備
面
で

は
、
自
動
車
包
括
と
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
走
行
時
の
振
動
を
吸
収
す

る
防
振
ベ
ッ
ド
の
ほ
か
、
心
肺

停
止
状
態
と
な
っ
た
傷
病
者
に

麹圏院

救急救命士は医師の指示により、

心肺停止状態となった傷病者に対し

て、救急車内で応急処置ができる。

マ
支
給
の
条
件
次
の
い
ず
れ

に
も
骸
当
し
て
い
る
こ
と

①

平
原
市
民
②
市
内
の
中
学
校

を
卒
業
し
、
今
年
尚
等
学
校
に

進
学
す
る
③
学
資
の
支
払
い

が
困
難
で
あ
る
④
学
業
成
績

と
品
行
が
良
い
⑤
ほ
か
の
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
い

(
生
活

福
祉
資
金
、
母
子
福
祉
資
金
は

除
く
)

マ
支
給
額
月
額
一
万
円

マ
申
請
期
限

2
月
刊
日
(
水
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
学
務
課
学

事
係
(
内
線
五
三
二
)

児

童

手

当

の

申
請
手
続
き
を

児
宜
手
当
は
、

三
歳
未
満
の

児
童
を
聾
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
所
得
制

限
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
児

童
福
祉
課
児
童
係
(
内
線
二一

六
)
に
お
尋
ね
を
。

マ
支
給
額
(
月
額
)

・
第
1
子

五

千

円

・
第
2
子

五

千

円

・
第
3
子
以
降

一
万
円

点
滴
を
行
う
輸
液
ポ
ン
プ
、
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
半
自
動

式
除
細
動
器
、
人
工
呼
吸
に
必

要
な
気
迫
確
保
に
使
う
ラ
リ
ン

ゲ
ル
マ
ス
ク
な
ど
が
備
え
付
り

ら
れ
て
い
る
。

一
月
六
日
、
総
合
公
園
で
行

わ
れ
た
消
防
出
初
め
式
で
お
披

露
目
さ
れ
た
後
、
現
在
消
防
本

署
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

今
後
要
詰
を
受
貯
る
と
、
救

急
救
命
士
の
資
格
の
あ
る
救
急

隊
員
が
、
配
送
先
の
病
院
の
医

師
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
こ
れ

ら
の
機
材
を
使
い
、
車
内
で
応

急
の
医
療
行
為
を
し
な
が
ら
命

を
守
る
ζ
と
に
し
て
い
る。

会
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部

庶
務
課
(
内
線
三
八
七
)

市
民
相
談
室
(
市
役
所
)
お
l
一
一
一

一
・
内
線
二
九
三

O
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
談

1
月
四
日
(
火
)
、

2
月
1

臼

(
火
)
日
時
1
M時

。
一
般
法
律
相
談
毎
週
水
曜
日
日
時
3
M
時
、
予
約
制

。
登
配
供
託
測
量
相
談

2
月
刊
日
(
金
)
日
時
1
日
時

。
住
宅
相
談

1
月
国
円
(
火
)
日
時
1
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
麟

2
月
7
日
(
月
)
同
時
1
日
時

。
下
請
取
引
相
談
1
月
初
日
(
木
)
日
時
却
分
1
M時

。
定
例
年
金
相
談

2
月
刊
日
(
木
)
叩
時
3
日
時

。
消
費
生
活
相
殺

毎
週
金
曜
日
9
時
5
M
時

。
一
一
般
市
民
相
談

毎
週
月
5
金
昭
日
9
時
1
凶
時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)

M

l
七
三
二

O
青
少
年
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
1
同
時

。
悩
み
ご
と
は

。ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
H

お
ー
七
八
三
O

何
時
迎
月
1
金
昭
円
9
時
i
M時
却
分
(
土

附
臼
は
日
時

s
m時
初
分
)

談福
祉
会
館
お
l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談

2
月
刊
円

(
木
)
日
時
却
分
1
日
時
初
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
8
時
初
分
1
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
較

毎週月'・
3
金
限
臼
8
時
泊
分
1
口
時

。
結
婚
相
談
毎
迎
臼
明
日
叩
時
5
日
時
(
第
3
日
限
円
は

除
く
}

O
母
子
相
談

毎
週
月
3
金
昭
H
9
時
5
M
時

♀
歪
児
童
相
談

毎
週
月
1
金

持

9
時
1
日
時

。
婦
人
相
談

2
月
刊
日
(
木
)
叩
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
験
毎
山
月
1
金
陥
円
9
時
初
分
3
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
善
小
学
校
北
側
)

お
ー
六

O
一
二

毎
週
月
3
金
昭
円
9
時
5
口
時
(
包
括
に
よ

る
相
談
は
毎
週
月
1
土
雌
門
9
時
1
げ
時
)
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市
、
県
民
税
申
告
の
受
け
付

け
は
、
二
月
一
日
(
火
)
か
ら

始
ま
る
。
三
月
に
入
る
と
窓
口

が
混
雑
す
る
の
で
、

「申
告
告

の
muき
方
」
や
「
前
年
の
控
え
」

な
ど
を
参
考
に
し
て
、
早
め
に

申
告
を
。

申
告
の
必
要
な
方

調

和
間一
一一⑩

平 成6年 1月寸 5日

物
心
つ
い
た
時
、
僕
に
と
っ

て
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
が
生
活

の
中
心
で
し
た
。
毎
日
、
練
習

は
二
時
間
以
よ
し
て
い
ま
し

た
。
い
や
、
さ
せ
ら
れ
て
い
た

と
言
っ
た
方
が
い
い
で
し
ょ

う
。
大
抵
の
子
供
が
勉
強
を
嫌

う
よ
う
に
、
僕
は
ピ
ア
ノ
の
練

習
が
嫌
い
で
し
た。

中
学
に
な
っ
た
時
、
学
校
で

将
来
の
夢
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
時
、
僕
は
初
め

(3) 

い
次
の
方

・
昨
年
中
に
給
与
、
事
業
、
農

業
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
所
得
が

あ
っ
た
方

・
大
工
、
左
官
な
ど
の
日
雇
い

賃
金
の
あ
っ
た
方

・
年
金
、
恩
給
な
ど
の
あ
っ
た

方
な
お
、
平
成
六
年
一
月
一
日

現
在
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
方

で
も
市
内
に
家
屋
敷
、
庖
舗
、

事
務
所
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は

僕
は
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
絵

を
描
い
た
り
、
模
型
を
作
っ
た

り
す
る
こ
と
も
好
き
だ
っ
た
の

で、

以
前
か
ら
建
築
家
に
は
あ

こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
心

の
ど
こ
か
で
「
と
こ
で
ピ
ア
ノ

を
辞
め
た
ら
今
ま
で
の
努
力
は

申
告
が
必
袈
と
な
る
。

給
与
所
得
者
で

申
告
の
必
要
な
方

-
市
、
県
民
税
が
給
与
か
ら
天

引
き
さ
れ
ず
、
個
人
で
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
方
(
除

く
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報

告
告
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る

方
)-

2
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
る
方
や
、
給
与
以
外
に

も
所
得
が
あ
る
方
で
確
定
申
告

を
す
る
必
要
の
な
い
方

・
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
そ
の

後
就
職
し
て
い
な
い
方

・
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
し
て

い
る
株
式
配
当
所
得
の
あ
る
方

.
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

申
告
の
不
要
な
方

-
確
定
申
告
さ
れ
る
方

し
て
い
ま
す
が
、
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
で
一

つ
の
作
品
を
演
奏
す
る
に
は
、

た
く
さ
ん
の
音
を
調
和
さ
せ
、

強
弱
を
つ
け
、
あ
る
時
は
対
立

さ
せ
て
作
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
建
築
は

-
給
与
所
持
者
で
ほ
か
に
収
入

が
な
く
、
市
、
県
民
税
が
給
与

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方

保
険
料
な
ど
支

払
っ
た
控
除
は

昨
年
中
に
病
気
な
ど
で
多
額

の
医
療
費
を
支
払
っ
た
り
、
国

民
健
康
保
険
税
や
生
命
保
険
料

な
ど
を
支
払
っ
た
り
し
た
場
合

は、

申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
控

除
さ
れ
る。

申
告
に
必
要
な
物

-
申
告
哲
と
印
鑑

・
源
泉
徴
収
票
か
給
与
明
細
川
M

な
ど

-
収
入
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
や

支
払
い
調
也
、
領
収
杓
な
ど

・
昨
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
自

の
領
収
哲
や
生
命
保
険
料
の
支

払
証
明
舎
な
ど

還
付
申
告
を

二
月
一
日
か
ら
所
得
税
の
還

付
申
告
を
受
け
付
け
る
。
十
六

日
以
降
は
混
雑
す
る
の
で
、
お

早
め
に
。

巡
回
の
申
告

受
付
と
相
談

市
、
県
民
税
の
申
告
は
、
市

民
ホ
l
ル
以
外
に
次
の
会
場
で

も
受
け
付
目
る
。
ご
利
用
を。

マ
期
円
、

会
場

・
2
月
幻
自
(
火
)
神
田
公
民

館-
2
月
幻
自
(
水
)
盟
国
公
民

館-
2
月
M
日

(・木
)
金
田
公
民

館-
2
月
お
日
(
金
)
吉
沢
公
民

館
、
城
島
公
民
館

・
3
月
1
日
(
火
)
旭
北
公
民

館-
3
月
2
日
(
水
)
金
自
公
民

館-
3
月
3
日
(
木
)
岡
崎
公
民

吉
岡

骨
反※

時
間
は
午
前
9
時
3
日
時
却

分
(
城
島
公
民
館
の
み
午
後
2

時

1
4時
)

受付 2月16日-3月15日

問い合わせ平塚税務審

申
告
の
必
要
な
方

②
給
与
以
外
の
所
得
が
却
方
円

を
超
え
る
方

③
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
方

還
付
を
受
け
る
方

佳
毛
用
地
の
変
更
は

地
と
な
っ
た
も
の
②
前
記
と

同
じ
期
間
に
、
住
宅
用
地
か
ら

非
住
宅
用
地
と
な
っ
た
も
の

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

土
地
係
(
内
線
二
八
八
)

特
別
土
地
保
有

税

の

申

告

を

の
方
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
が
で
き
る
。

還
付
申
告
は
、

一
月
か
ら
受

け
付
け
て
い
る
の
で
、
阜
め
に

申
告
を
。

申
告
の
説
明
会

家

屋

を

取

り

壊

し

た

と

き

家
屋
(
物
位
、
車
問
な
ど
を

含
む
)
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

時
、
午
後
1
時
3
3時
加
分

マ
会
場
市
役
所
市
民
ホ
1
ル

法
定
調
書
の
提
出

提
出
期
限
は
一
月
三
十
一
日

(
月
)
と
な
っ
て
い
る
。
早
め
に

提
出
を
。

人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
の
結
果

1月納期の市税 ・手数料一

。対象税等

・国民健康保険税 (第8期)

・国民年金保険料 (第10期)

・清掃し尿従量手数料(第10期)

O納期最終日 1月31日(月)

-:Jy二二 U-=- :::I-!)-~⑧舵m

電 話32-2235

2月25日(金)
午後6時30分間演

会場中央公民館

演奏神奈川フィルハーモニ

一管弦楽団

ときt 

'レ

E

ホ

出
関

一

(

分
夕

日
初
ン

ロ
崎
セ

月
釦
民

3
引
市

平
成
六
年
一
月
一
日
現
在
、

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な

て
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
ど
う
な
る
」
と
思
っ
て
い

ま

し

デ

ザ
イ
ン
、
構
造
、
設
備
な
ど
」

ま
し
た
。
今
ま
で
ピ
ア
ノ
の
道
た
。
親
と
も
い
ろ
い
ろ
話
し
合
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
総
合
芸
術
E

し
か
な
か
っ
た
の
に
、
自
分
に
い
ま
し
た
が
、
最
後
に
僕
の
判
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
の
調

唱

も
何
か
ほ
か
の
道
が
あ
る
の
で
断
に
任
せ
て
く
れ
た
た
め
、
ピ
和
が
大
切
な
の
で
す
。
あ
ら
ゆ

守

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
僕
は
先
生
ア
ニ
ス
ト
の
道
を
捨
て
る
こ
と
る
こ
と
は
一
人
の
考
え
で
成
り

一

に
「
建
築
家
に
な
り

た

い

」

と

に

し

ま

し

た

。

立

つ

も

の

で

は

な

い

の

で

す

。

一

答
え
ま
し
た
。

今
、
大
学
で
建
築
の
勉
強
を
今
、
大
学
で
勉
強
し
な
が
ら

一

;
E
D
D
U
M〆
Z

ジ

サ
ー
ク
ル
に
入
り
、
め
い
っ
ぱ

-

N
1
r叱
ル
タ
旗

m
Z

い
遊
び
、
そ
し
て
大
い
に

i

w
m似縦
一

初

制

緩

物

多

み
な
が
ら
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い

ι

川町日
松
林
宏
治
ぎ
川川
村
お
はU，政
男

湯
ま
す
。
平
凡
な
よ
う
で
す
が
、

一

ー

決
し
て
後
悔
し
な
い
で
し
ょ

泊

う
。
な
ぜ
な
ら
、
今
の
生
活
こ

一

そ
あ
の
悩
ん
で
い
た
こ
ろ
望
ん

ト

で
い
た
調
和
の
あ
る
生
活
だ
と
h

思
う
か
ら
で
す。

元

僕
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
調
F

和
を
大
切
に
し
て
、
生
き
て
い

軍

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古

{
申
告
説
明
会
】

県

・
市

・
平
塚
税
務
署
で
は

合
同
の
申
告
説
明
会
を
聞
く
。

マ
日
時

2
月
1
日
(
火
)
午

後
2
時

3
4時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
横
浜
地
方
法
務
局
と
県
人
権

ラ
ザ
口
階
第
2
会

議

室

擁

護

委

員

会

連

合

会

主

催

に

よ

マ
内
容
所
得
税
、
事
業
税
、
る
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

市

・
県
民
税
申
告
官
の
軒
き
方
ト
が
行
わ
れ
、
三
千
八
百
三
十

【
確
定
申
告
相
談
会
}

三
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
本
市

税
理
士
会
平
塚
支
部
で
は
、
関
係
で
は
次
の
方
々
が
入
賞
さ

税
理
士
に
よ
る
還
付

無

料

相

談

れ

た

。

(

敬

称

略

)

会
と
小
規
模
事
業
者
の
た
め
の
マ
銅
賞
橋
本
英
美
(
大
住
中

確
定
申
告
無
料
相
談
会
を
開

3
年
)
、
富
岡
典
子

・
細
川
明

く。

美

(
大
野
中
3
年
)
、
ニ
見
英

O
還
付
相
談
会

央
(
容
日
野
中
2
年
)
、
服
部

マ
日
程

2
月
3
日
(
木
)
、
哉
子
(
金
田
中
2
年
)
、
松
井

・
給
与
所
得
や
不
動
産
所
得
な

4
日

(

金

)

直

子

・
鴨
川
真
理
(
神
田
中
3

ど
の
所
得
の
合
計
額
に
対
す
る

・
時
間
午
前
9
時
却
分
i
u

年
)
、

水
越
八
重
(
江
陽
中
2

所
得
税
額
が
、
配
当
控

除

や

税

時

、

午

後

1
時
1
3時
却

分

年

)

、

山
田
奈
津
子

・
古
由
美

額
控
除
の
額
を
超
え
る
方

マ
会
場
市
役
所
市
民
ホ
1
ル

皇

(

太

洋

中
3
年
)
、
須
藤
さ

・
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
医
療
世
控

@
小
規
模
事
業
者
の
相
談
会

く
ら
(
土
沢
中
3
年
)
、
須
藤

①
平
成
5
年
中
の
給
与
の
収
入
除
、
住
宅
取
得
控
除
等
特
別
控
マ
日
程

2
月
日
日
(
水
)
宰
(
浜
岳
中
3
年
)
、
斉
藤
孝

金
額
が
一
千
五
百
万
円
を
超
え
除
な
ど
の
あ
る
方
や
、

源
泉
徴

1
M臼
(

金

)

恵

(

横

内

中

3
年
)
、
林
真
由

る

方

収

さ

れ

た

所

得

税

が

納

め

過

ぎ

・
時

間

午

前
9
時
却
分

5
ロ
美
(
旭
陵
中
2
年
)

①
1
月
1
日
現
在
-
市
内
に
一
必
ず
連
絡
を
。
そ
の
ま
ま
に
し

千
平
方
計
以
上
の
土
地
、
ま
た
て
お
く
と
、
引
き
続
き
間
定
資

は
市
街
化
区
域
内
に
三
百
三
十

産

税

が

か
か
る
こ
と
が
あ
る
。

平
方

M
以
上
の
一
団
の
土
地
を
資
産
税
課
家
屋
係
(
内
線
二
八

お
持
ち
の
方
(
申
告
期
限
は
5

七
)
に
お
母
ね
を。

月
目
白
)
②
1
月
1
日
ま
た

は
7
月
1
日
を
基
準
日
と
し
、

基
準
目
前
1
年
間
に
合
計
で

一

千
平
方

M
以
上
の
土
地
を
取
得

さ
れ
た
方
(
申
告
期
限
は
2
月

末
日
ま
た
は
8
月
白
日
)

土
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
う
ち
、
住
宅
の
敷
地
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
百
平
方
幻

未
満
の
宅
地
の
課
税
標
準
額
は

六
分
の
一
と
な
り
、

二
百
平
方

討
を
超
え
る
宅
地
は
三
分
の
一

と
な
る
の
で
、
次
に
該
当
す
る

土
地
を
お
持
ち
の
方
は
、
二
月

一
日
(
火
)
ま
で
に
申
告
を
。

マ
申
告
を
必
要
と
す
る
土
地
特
別
土
地
保
有
税
は
次
の
土

①
平
成
5
年
1
月
2
日
か
ら
地
を
お
持
ち
の
方
に
か
か
る。

6
年
1
月
1
日
ま
で
に
民
地
・山

詳
し
く
は
、
資
産
税
課
土
地
係

林
な
ど
を
転
用
、
ま
た
は
住
宅

一
(
内
線
二
九

O
)に
お
尋
ね
を。

用
地
以
外
の
宅
地
か
ら
住
宅
用

一
一
〉
対
象

也管静宅?s.-移ず 藍語~::J七一一

とき

⑨ 申し込 み 方法 はがき(1人 1枚)

に住所、氏名、年齢、電話番号を記 入

のうえ「干254平爆市追分 1-20中央

公民館Jへ 申 し 込 み を 。 対 象 は 中学生曲目

ιu二、 うt定:;700メ、 ・モーツ7ルト作Ilhrアイネ・クライネ・ナハト・ムジークJ
-問 い合わせ ・フンメル作Ilbr ト ランベット協奏曲変ホ!~;J~J

中央公民館 屯話34-2111 ・チャイコフスキー作的 「交制 I第 5番ホ短調作品64J

会場

-入場料 S席 4.300円、 A席 3.800円

・前売所 市民センター、チケットセゾン

チケットびあ(長崎屋 4階)、ヤンレイレ

叩』 コード(ラスカ 4階) 、稲元邑楽探l苫、サ

クラ宮l苫本底、花 水管1苫

・問い合 わ せ市民セ ンター
c~ 
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平成6年 寸月寸 5日

韮覇雪塵覇董撃董去三E

広報ひらつか

区 分
住民基本台帳

歳出額A 実質収支 人件費B
人件費率

人口(年度末) (B/ A) 

平成 平成5年3月31日 千円 千円 千円 % 

4年度 248，245人 71，678.131 4，422，788 17，111，062 23.9 

1，人件費 (普通会計決算)

一般行政職等の級別職員数の状況(平成5年 4月 1日現在)

区 分 l 級 2級 3級 4 級 5級 6 級 7 級 8級 技労験

標準的な 主事補 係長 課長補佐 諜 長 部長 妓能職

職務内容 技師補 主事 主任 副主査 主査 副 主 幹 課長代理 参事 労務職

職員数 51人 176.人 61人 107人 加入 244人 200人 羽人 556人

構成比 3:1% 10.6お3.7% 6.4% 12.5お 14.7% 12目。%3.5先 33.5% I 

第 519雪

AM
i
-
-
:
:
財
政
課
で
は
、
平
成
五
年
度
上
半
期
(
四
月
一
臼

3
九
月
三
十
日
)
の
財
政
状
況
を
公
表
し
た
。
市
の
:
:
:
ムM

AM
--::
財
政
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
主
体
と
し
て
、
国
や
県
の
支
出
金
、
競
輪
事
業
:
・
:
会

会
:
:
:
の
収
益
金
、
市
債
(
借
入
金
)
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
:
:
:
ムH

AM
--
:
:
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
六
月
と
十
二
月
に
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
課
で
は
職
口
の
:
:
:
AM

AM
--:
:
給
与
等
の
状
況
を
公
表
し
た
の
で
併
せ
て
お
知
ら
せ
す
る
。
詳
し
く
は
、
各
担
当
課
に
お
尋
ね
を
。

:
-
j
i
---
合

※平塚市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。標準的な
職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名をいう。

7.特別昇給の状況
※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

絵 与 費 一人当り

区 分
職員数

計 給与費
A 

期末・勤勉
給 料 職員手当

手当 B (B/A) 

平成 千円 千円 千円 千円 千円

5年度 1，830人 7，351，584 2，778，519 3，974，676 14，104，779 7，708 

2.職員給与費の状況 (普通会計予算)
区 分 dロh 計 一般行政職 技能労務験

職員数(A) 1，636人 1，090人 546人

平 成 普通昇給期間を短縮して

4年度 昇給した職員数(B) 34人 22人 12人

比 率(B)/(A) 2.1% 2.0% 2.2% I 

楽①職員手当には、退職手当を含まない。@給与貨は、当初予算に計上された額。

3，職員の平均給料月額及び平均年齢の状況(平成5年4月1日現在)

般 fす 政 戦 技 自E 労 務 職
区 分

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

平塚市 336，994円 40.9歳 309，413円 46.2歳

国 284，003円 38.7歳 262，560円 47.9歳

一一

8.職員手当の状況

区 分 全職種

職員全体に占める支給対象職員の割合 70.7% 

手 特 支給対象職員 l人当たり平均支給年額(4年度決算) 159，214円
殊

手 当 の種類(手当数) 36種類
勤

当務 代表的な手当の名称…・・・医師手当、清掃作業手当、現場作業

手当、下水道施設作業手当、災害等

出動手当 4.職員の初任給の状況 (平成 5年 4月 1日現在)

平 塚 市 国

区 分 決定 採用2年経過 採用2年経過

初 任 給 日給料月額
決定初任給

日給料月額

大学卒 171，500円
I種 175，300門 187，300円

一 般 184，400円
II種 161，400円 174，600円

行政職

高校卒 143，600円 158，200円 III種 131，900円 141，000円

技能 22歳
158，200円 171，500円

労務職 (甲表)

1い

5.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況(平成5年4月1日現在)

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 257，600円 299，400円 354，400円
一般行政職

高校卒 211，700円 257，600円 316，600円

技能労務職 22歳就職 225，300円 283，300円 322，600円
」

区 分 平 塚 市 国

配偶者 16，700円 16，000円

扶 配偶者以外の扶養

養
親族のうち2人まで 6，800円 5，500円

手 配偶者のない職員

当
の扶養親族のうち

1人 11，200円 11，000円

その他の扶養親族 1，000円 1，000円

住 居 手 当 31，200円限度 26，000円限度

通 勤 手 当 交通機関利用者実費 45，000円限度

片道1.5km以上 片道 2km 以上

'---ーーー

(平成 5年 4月 1日現在)

1.150，947千円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合

は、採用後の年数をいう。
458千円

富 士 山 が 見
える田んぼ道
梅沢美知さん(片岡)

高
村
団
地
と
伊
勢
原
駅
を

結
ぶ
パ
ス
路
線
の
消
防
金
目

出
張
所
あ
た
り
か
ら
人
家
も

途
絶
え
、
見
渡
す
限
り
の
田

園
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

樹
木
の
生
い
茂
っ
た
木
も

れ
日
の
散
策
も
そ
れ
な
り
に

楽
し
い
も
の
で
す
が
、
私
は

田
ん
ぼ
道
を
散
策
す
る
の
も

大
好
き
で
す
。

春
先
の
水
を
い
っ
ぱ
い
た

た
え
た
田
ん
ぼ
に
は
、
小
さ

な
背
い
早
苗
が
風
に
ゆ
ら

ぎ
、
収
穂
に
備
え
一
生
懸
命

が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
は
な
か

な
か
野
趣
に
包
ん
で
美
し
い

も
の
で
す
。
途
中
減
反
の
た

め
か
点
々
と
畑
も
あ
り
、
句

の
野
菜
が
元
気
良
く
息
づ
き

そ
れ
ら
を
見
る
の
も
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。
め
っ
た
に

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

車
の
通
ら
な
い
細
い
田
ん
ぼ

道
は
、
雑
草
に
混
ざ
っ
て
容

に
は
タ
ン
ポ
ポ
が
顔
を
出
し

て
い
た
り
、
虫
た
ち
の
格
好

の
住
み
か
に
な
っ
た
り
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
視
界
の
開
付
た
田

ん
ぼ
道
を
歩
き
な
が
ら
、
間

近
に
富
士
山
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
か
つ
て
大
陸

ハ
ル
ピ
ン
で
眺
め
た
真
紅
の

太
陽
が
地
平
線
に
沈
む
さ
ま

は
、
ま
さ
に
男
性
的
で
強
烈

な
印
象
で
し
た
が
、
富
士
山

の
か
な
た
に
沈
む
夕
日
は
柔

ら
か
く
、
や
は
り
日
本
人
の

心
に
あ
っ
た
感
が
し
ま
す
。

四
季
折
々
の
自
然
を
じ
か

に
感
じ
な
が
ら
の
田
ん
ぼ
迫

の
散
策
は
、
遠
く
幼
い
乙
ろ

の
郷
愁
を
か
き
立
て
る
思
い

が
し
ま
す
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅

間
9

1
1

平
塚
市
広
報
広

聴
課

「私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係

市職員と嘱託員の募集です
または、 6年 3月に歯科技工士授成施
設を卒業見込みで、資格取得見込みの
方

【嘱託員 】健康謀勤務

。嘱託歯科衛生士一......一一… 2人

・資格昭和13年4月2白から34年4月
1日までに生まれたカで、歯科flij生土
の資格のある女性

⑨申し込み方法

1月17日聞から21日樹までに、市職員は
所定の申込怨(職員課で用主主)を崎氏淑に、
帰託良は市販の届畳間Fを職五1:1果に拠出す
る。試験日は 1月29日掛午後 2時から 4

時 30分。

【市職員】市民病院勤務

。視能訓練士 ・・・…・・・……・・・・・・ 1人

・資絡 昭和36年 4月2日以降に生まれ
た方で、視能訓練士の資格のある方。
または、 6年 3月に大学及び授成施設
を事業見込みで、資格取得見込みの方

。薬剤師 一-…......……・・・・…・・ 1人

.~絡昭和44年 4 月 2 日以降に生まれ

た方で、薬剤師の主主絡のある方。ま
たは、大学以ょの限程を卒栄凡込みで、
ま宝物取得見込みの方。

駐車場定期券の利用者募集
。紅谷町駐車場 ・…...・H ・....・H ・...・H ・.80枚

・午前 6時から午後11時まで利用できる

。錦町駐車場...・ H ・-… H ・H ・....・H ・..…80枚

• 24時間利用できる

。錦町駐車場(夜間専用)..，・H ・....・H ・，50枚

.午後 6時から翌日午前10時まで利用できる

⑨利用期間 4 月 1 日~7 年 3 月 31 日

⑨定期料金 1か月 1万円(7月は8000円)
※日曜日、祝日、七夕期間中は利用できない

⑨用紙配布 1 月 21 日樹~31臼閉まで両駐車

場と市役所市民相談室、駅前市民窓口センタ

ーで配布
⑨受付 2 月 1 日(火)~8 日(火)まで駐車場

で受付

-問い合わせ

平成 6年度

。歯科技工士・…一……・・・・・….1名

・まな絡 昭和44年4月2臼以降に生まれ
た方で、歯科技工士の資格のある方。fl1d舌21一5781市開発公社
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自
主
財
源

区 分 平 塚市 神奈川県

支給対象地峻 全地域 全地域

調 支給率 10% 10% 

3室
支給対象職員

全職員

手
2，514人

当 支給対象職員

l人当たり

平均支給年額

(4年度決算) 401，419円

広報ひらつか

職員数 (5年 4月 1FI現在〉

税務機
98人

一一鴇
区 分

平 塚 市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・ 定年

支 勤続20年 21.4月分 36.4月分 21.0月分 28.875月分

平絵
勤続25年 34.375月分 46.76月分 33.75月分 44.55月分

勤続35年 48.5月分 64.7625月分 47.5月分 62.7月分
退成 率

最高限度額 62.7月分 64.7625月分 60.0月分 62.7月分
職 4

その他の加算措置定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置
手年

(2.5~12.5%加算) (2 ~20%加算)
当度

退職時特別昇給 勤続10年以上20年未満・・・・・・ l号給 退職時特別昇給…・・・ l号俸

勤続20年以上・H ・H ・-…....・H ・.2号絵

4年度退職手当職員 l人当たり 自己都合 :勧奨 ・定年

平均支給額(4年度決算)(全職種) 1，041千円 :25，376千円

平均勤続年数 4.3年 : 33.1年

0.6月分

0.6月分

1.2月分

国

(平成4年度支給割合)

期末|勤勉

0.55月分

1.6月分

2.1月分

4.25月分

※退職手当の支給率について段階的に引き下げ中であり平成5年度には国と同様となる。

合
職
員
の
給
与
状
況
表
の
見
方

平塚市

吋平成 4年度支給割合)

期末 |勤勉

0.58月分

1.65月分

2.16月分

4.39月分

分区

3月期

6月期

12月期

計

期末 ・勤勉手当

①
1
表、

2
表
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
比
較
し
や
す
い
普
通
会

計
に
よ
っ
て
い
る
。

②
3
表、

6
表、

7
表
に
つ
い
て
は
、
自
治
省
の
給
与
実
態
調
査

資
料
に
よ
る

一
般
行
政
職
に
技
能
労
務
職
を
加
え
て
い
る
。

③
8
表
に
つ
い
て
は
、
全
職
員
を
ベ
l
ス
に
し
て
い
る
。

9.特別職の報酬等の状 況 (平成5年4月1日現在)

区 分 平 塚 市

市 長 982千円

給料 (月額) 助 役 810千円

収 入役 705千円

議 長 593千円

報酬(月額) 副議長 520千円

議 員 482千円

市 長 3月期 0.55月分

期末手当
助 役 6月期 2.21月分

(4年度支総割合)
収入役 12月期 2.70月分

計 5.46月分

議会関係も同様の支給割合
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平
塚
市
の
財
政
状
況

一
般
会
計
予
算

は
七
四
二
億
円

平
成
五
年
度
の

一
般
会
計
当

初
予
算
は
七
百
十

一
億
四
千
三

百
万
円
で
あ
っ
た
が
、

三
十

一

億
一
千
八
十
六
万
円
の
補
正
を

%
%
%
%
%
%
%
 

6

2

8

5

6

8

5

 

勾

'

n
L
a
-
q
d
市

i

、A
噌

A

に
d

司
A

o
n
u

一般会計歳入予算内訳 (5年 9月末現在)

平成6年守月15日

428俄 1.386万円

90億 5，090万円

35億 9.157万円

25億9.276万円

11僚 7.339万円

13億 0.151万円

605億2.399万円

市税

諸収入

繰入金

繰越金

使用料及び手数料

その他

音十

(5) 

行
っ
た
結
果
、
九
月
末
現
在
の

一
般
会
計
予
算
は
七
百
四
十
二

億
五
千
三
百
八
十
六
万
円
と
な

っ
た
。競

輪
事
業
の
収
益

5.8%金
総 平

4.9%額 成

4.0%は四
1.8%四 年

十 度
1.0%九競
1.0%億輪

18.5γ 五事
/0 千 業

100%万 収
円益

42億 5.556万円

36億 5.447万円

29億 6.884万円

13億 4.000万円

7億 5.000万円

7億 6.100万円

137億 2.987万円

742億 5.386万円

国庫支出金

市僚

県支出金

地方髄与税

自動車取得交付金

そのf也
昔十

合 計

依
存
財
源

一般会計歳出予算内訳

1人当たりの負担額
( )は 1世帯当たり

市 民 税 42.670円 (123.047円)

間定資産税 48.662円(140.327円)

軽自 動車税 536円( 1.547円)
市たばこ税 2.625円( 7.571円)

特別土地保有税 825円( 2.378円)

都市計画税 7.211円(20.794円)

合 計 102.529円 (295.664円)

で
、
教
育
施
設
(
二
十
七
億
九

千
六
百
二
万
円
)
、
道
路
等
土

木
施
設
(
十
三
億
六
千
百
八
十

六
万
円
)
、
農
業

・
水
産
施
設

(二
億
六
千
六
百
十
三
万
円
)
、

公
営
住
宅
二
億
五
千
三
百
七

十
万
円
)
、
清
掃
施
設
こ
億

一
千
二
百
五
十

一
万
円
)
、
福

祉
施
設
(
一
億
八
百
十
四
万

円
)
、
そ
の
他
二
億
五
千
百

六
十
四
万
円
)
に
使
わ
れ
た
。

比

%

%
%
%
%
%
%
%
%
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%
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1
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;
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0
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幻

6

0

9

0

0

0

0

0

6

7

1

平成5年度各会計別予 算 (5年 9月末現在)

会 計別 予算額

一合支会雷十 742億5，386万円

特別会計 702億3，214万円

競輪事業 337億9.702万円

国民健康保険司王業 100億3.780万円

都市改造事業 3低 7.200万円

下水道事業 145億9.800万円

都市施般用地取得事業 4億0.749万円

食悶センター 1億1，977万円

交通災3共済移築 6.580万円

水産物地方卸売市場事栄 3，150万円

総合公園用地取得事業 8ffl;9. 747万円

老人保健医療研業 99億 0.529万円

病院事業会計 1111蜘 .300万円

合 計 上556億7，900万円

平 成5年度の主な事 業 (5年 9月末現在)

老人保健事業関係経費 3億3.749万円

在宅老人対策経費 2億7.890万円

身体障害者稲祉対策経費 3億2.183万円

精神薄弱者相祉対策経費 6億e5.056万円

仮称消防旭出狼所新築寝業 5イ窓5，511万円

火事事場盤備lJJ柴 田倍、0.209万円

中小企業金融対策経費 4倍、8.195万円

漁滋整備事主権 ・利用調監事業 12億 7.454万円

勤労者金融対飯事業 4億6，276方向

花水小学校校令新改築都銀 7低 9.976万円

容日野中学校体脊館等新改築都業 9億4.441万円

仮称、なでしこ公民館新築事淡 4億 1.517万円

仮称太洋地以子 どもの家強制主Jg陰 1億8.818万円

幹線道路艶倣~Jl:業 5億、9.900万円

都市計画街路鍛官m!jJ業 13億0，914万円

虹ケ浜商住宅総て併え事業 3億7，126万円

狭あい道路箆t再開I業 3億0.734万円

なでしご公闘艶術事業 2信t2.144万円

公共下水iu強制移業 82億0.766万円

湘南平展望レストラン建設事栄 2億8.262万円

..~・・・・・・・・・・・・4・4・.・・・・・・・・・4・・・・・・・・・・・・.・4・4・・・4・4・・・・・・・.・・・4・・・・4・4・・・4・・・4・4・4・
:~ミ ~ ~・・・.. -・_h完除、 : ・期間 2月 4日 (金) ~6 日 (日)

唱~~--.・"..".... /'x~司、 \~)()t) ~ 【波の子造形教室作品展(平面、立体
ょ V-~ .."，. ....1.ン'主 _ ...... 円羽・・，~ ~・~ミ. 作品) 】

r~ ~J~~"'&~'A:15疋辺 盟司・y j・期間 2月 9日(水) ~15日(火)、、-"~ --六 、~~ ....__...二司F ・h司- :会開館時間 9 時30分~16時50分
、)tI'ls"哉 、 F 事 ・ ・J~~~ ・・~ ~会休館日 毎週月眼目、 1 月 19 日 ~20

一 @竪3・目 、司.〆 〆ラて夕 、_.，.. : 臼(段備保守点検〉

:・・.・4砂・・4砂・・・.・・・4砂・4・・・・4・・・........~・4砂 : 合美術館干 254西八幡1-1-3
用臼に利用できる。(予約制) 【中央図書館こども室】

:食開館時間 9 時~16時50分 : ・開催日 毎月第 1、第 2、第 3、第

;会休館日 毎週月曜日、月末 : 4木曜日15時 ~

会博 物 館 : 【北図書館】 屯 話53-1232

干 254浅間町12-41 包括33-5111 ・開催日 毎月第 2、第 4水 昭円 15時

会開館時間

火~ 日曜日 9 時~16時50分
会 ビデオ映画会 〈金曜日のみ 中央館の貸出釜と参

@ 1月 16日 (日) 10時、 14時、中失館 ; 考室は 9 時~18時50分)
「イソップ物語 ・王様にえらばれたサ :合休館日 毎週月昭日、月末

ル、旅人たちと熊ほかJ 46分 :命中央図書館 j 
③ 1月 23日 (日) 10時、 14時、中央館 : 〒加浅間町12-41 電話31ー0415 : 

「グリム名作・ゆき白とばら紅、 6人 : ..... ーーー一一.......u;;;;圃圃圃圃圃---.:-_--
のごう吋つJ 45分 la;;_.._~a~_~t=量 ; 

@ 1月30日 (日) 10時、 14時、中央館

「グリム名作・ヨリンデとヨリングル、
j台市民アートギャラリー

野ばら姫J 45分。2月 6日(日) 10時、 14時、中央館 j 【醗展(絵画、陶芸)】

「イソップ物館 ・キツネとヤギ、白い ; ・期間 1月 12日 (氷) ~16日(日)

カラス 、女とめんどりほかJ 46分 : 【あとりえ ・はなひでみんな の花展。2月 13日 (日) 10時 、 14時、中央館 : (フラワー デザイン)】

「イソップ物語 ・ワシとカラスと羊飼 : ・期間 1月 13日{木) ~18日(火)
い、父と娘たちほかJ 46分 j 【ラ グ メ ー キ ン グ ・花と烏(織物)】

一 : ・期間 1 月 26 日(水)~ 2月 l円(火)

j 会 こ ど もおはなし会 j 【まち ・人間模様展(写真)】

紙芝居や絵本、簡単な工作などを作 i・期 間 2月 2臼(水) ~8 臼(火)
って遊んでみよう。 【第 9回ろうきん子 供容き初め展】

・...~・・.・・4・・・.・・・4・・4・・・.~・・.・・・・・・・・・.・・・4・.~・4・・4・4・・・・・・・・・4・・・・4・.~・・4・・・・4・.・・.

電話35-2111

置言動~-.ニiE・

{土) 17時10分~18

会土曜観察会

冬に出てくるフユシャクガを探して

みる。 参 加 自 由

・日時 1月 22日

時、雨天中止

・集合花水バス停前17時 10分

・持ってくる物筆記 用具、 B 5版 の

紙ばさみ、虫めがね、懐中也灯

会きさらぎ音楽祭

青少年会館を利用している音楽グル

ープの発表会。入場自由

・日時 2月 5日(土) 14時~

・会場 中 央 公 民 館 ホ ー ル

・出出 ロリポップ、シリンクス、宵

少年会館音楽教室、フォルト少年少

女合唱隊、あゆみコール、童謡の会 、

パールグル ープ、フルートアンサン

プル、平塚コールグリ ー ン、湘南シ

ーウインドアンサンプル

E図・・E三ヨ・置きヨ
会漂着物を拾う会

海岸に打ち上 げられた小動物、植物、

人工 物を鈍めて調べる。 参加自由

・日 時 2月 12日 (土) 9 時30分~15

時、雨天中止

・集 合花水川河口

倶リ)

{花水川橋の平塚

2 

青少年会館駐輪場

来館される方のために会館の北

側に駐輪場 (30台分)を新設した。

ご利用を。

台開館時間

火 ~土曜 日 9 時~21時30分
(臼l砲臼のみ 9 時~17時)

会休館日 毎週月l紐H、 1月16目、

月11日

合青少年 会 館

干 51浅間町12

会星 を見る会

冬の昼~と星聞を眺める。参加自由

・日時 2月 10日 (金) 19時~20時30

分、金・雨天中止

・会場博物館科学教室、屋上

~プラネタリウム・南十字星を追って

平塚で は 見 る こと のできない南十字

星はどこまで行けば見ることができる

のだろうか。南十字昼を追ってみる。

・投影期間 1月 16日(ロ) ~ 3月 6

日(臼)

・投影時間 11時、 14時 (45分間)

・観覧券 当日 9時から 1階カウンタ

ーで発売。 1人 100円

・団体利用 20人以 上の団体は団体専 氾話32ー 702941 
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